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Ⅰ．業績概要Ⅰ．業績概要
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平成２平成２４４年度年度中間中間決算のポイント決算のポイント

～中間配当は５円を実施
　年間配当金は期末配当５円とあわせて１０円を予定～

４ 兆

～企業向け、個人向けともに積極的に推進～　

～個人預金を中心に堅調に増加～　

６ 兆 ７，４９１ 億円

～当初業績予想の利益水準を確保～　

８２ 億円　

～引き続き低水準を維持～　

７ 億円
　

預金＋ＮＣＤ残高
（末残）

預金＋ＮＣＤ残高
（末残）

中 間 純 利 益　中 間 純 利 益　

信 用 コ ス ト　信 用 コ ス ト　

配 当　配 当　

貸出金残高

（末残）

貸出金残高

（末残）
（ 前年同期比 ＋ １，０６７ 億円 ）

（ 前年同期比 ＋ １，７４９ 億円 ）

（ 当初業績予想比

（ 前年同期比 ＋ ３ 億円 ）
　

８７６ 億円

＋ ２ 億円 ）

１．平成２４年度中間決算総括
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（単位：億円）

業務粗利益 457  454  △3  
資金利益 401  372  △29  
役務取引等利益 33  35  2  
その他業務利益 23  46  23  

うち国債等債券損益 20  46  26  
経費 286  285  △1  
一般貸倒引当金繰入額  　（A） △1  △30  △29  
業務純益 172  198  26  
臨時損益 △6  △62  △56  

うち不良債権処理額    （B） 5  37  32  
うち株式等関係損益 △9  △32  △23  

経常利益 166  136  △30  
特別損益 △1  0  1  
中間純利益 102  82  △20  

信用コスト  （A）＋（B） 4  7  3  

２３年度
中　間

２４年度
中　間

前年同期比 　業務粗利益　業務粗利益

　役務取引等利益が前年同期を上回った
ほか、国債等債券損益も大幅に増加した。
　一方で、有価証券利息配当金等を中心に
資金利益が減少したため、業務粗利益は
前年同期比３億円減少し、４５４億円となった。

　信用コスト全体では、７億円と引き続き
低水準となった。

　経常利益、中間純利益　経常利益、中間純利益

　信用コスト　信用コスト

　経常利益については、保有株式の減損
が発生し、前年同期比３０億円減少の、
１３６億円となった。
　また、中間純利益は当初業績予想を
上回る８２億円となった。

２．平成２４年度中間決算概要＜単体＞
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３．平成２４年度決算見通し＜単体＞　

（単位：億円）
２４年度

（見込み）

業務粗利益 878  846  △32  
資金利益 770  713  △57  
役務取引等利益 63  73  10  
その他業務利益 44  60  16  

うち国債等債券損益 35  54  19  
経費 569  568  △1  
一般貸倒引当金繰入額  　　 （A） 11  △32  △43  
業務純益 297  310  13  
臨時損益 △41  △92  △51  

うち不良債権処理額       （B） 4  64  60  
うち株式等関係損益 △36  △32  4  

経常利益 255  218  △37  

当期純利益 154  140  △14  

信用コスト  （A）＋（B） 15  32  17  

（単位：億円）
２４年度

（見込み）

貸出金 40,658 41,700 1,042
預金・譲渡性預金 66,677 68,000 1,323

２３年度 前年度比

２３年度 前年度比

　収　益　収　益

　資金量（末残）

　　

　資金量（末残）

　　


